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静岡大学国際連携推進機構紀要　第4号　年次報告

Ⅹ　スチューデント・アンバサダープログラム／ 
グローバル・リーダーシッププログラム

松田　紀子／藤井　基貴

国際連携推進機構では、コロナ禍で学生の海外留学や国際交流の機会が奪われるなか、
令和2年度後期にオンラインによる国際教育・学生研修の新たな取組として、キャンパス
の国際化を担うグローバル・リーダーの育成を目指し、「スチューデント・アンバサダープ
ログラム」および「グローバル・リーダーシッププログラム」を開始した。

ねらいは、1．国際交流の機会提供や留学への動機づけ、2．学生スタッフの育成による
国際交流ラウンジの運営やサマープログラム実施に向けた体制づくり、3．学外リソース

（国際教育の民間団体）との連携による最新の運営手法の吸収と効率的な運用、にあり、さ
らに期待される成果として、国際交流の推進を担う学生の組織化とこれによる国際交流イ
ベントの企画・開催、教職員の専門性向上などが想定されている。両プログラムとも、機
構と一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）が協働で実施する。

１）「スチューデント・アンバサダープログラム」
参加者（日本人学生・留学生）は、チームでSDGs（自分たちの思いを込めたSDGs）

をテーマに、世界に目を向けられる国際的な視野を持つきかっけになるような活動を企
画し、「アンバサダー・ウィーク」の期間に実施した。
使用言語：　英語
期　　間：　令和2年11月～令和3年2月
内　　容：　研修2回（11／5，11／9）、チーム活動5回（12／3，12／10，12／24，

1／7，1╱14）、中間報告会（12╱17）、イベント実施「アンバサダー・
ウィーク」（1月第4週、６チーム）、振り返り（2╱15）

参加学生：　24名　　　＊定員12名想定、35名申込

２）「グローバル・リーダーシッププログラム」
SDGsの達成に向けたアクションについて考え実行できるリーダーシップを養うプロ

グラムに、大学生と高校生が連携して取り組んだ。SDGsに関する講義、興味や取り組
みたいことについての共有やディスカッションを通じて、リーダーシップとはどのよう
なものかを学んだ。
使用言語：　日本語
期　　間：　令和３年1月～2月
内　　容：　研修４回（1／14，1／19，1／21，2╱1）、振り返り（2／14）
　　　　　　参加推奨「アンバサダー・ウィーク」（1月第4週）
参加学生：　本学学生12名、静岡雙葉高等学校生徒6名
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静岡大学国際連携推進機構紀要　第4号　年次報告

　 所　　属 学部1年 学部2年 学部3年 学部４年 修士1年 計

日本人
学生

人文社会科学部 3 1 4 1 　 9
教育学部 　 　 3 　 　 3
理学部 　 　 1 　 　 1
農学部 　 　 1 　 　 1
工学部 1 　 　 1 　 2
情報学部 　 1 1 2 　 4

計 4 2 10 4 0 20

留学生

人文社会科学部 1 　 　 　 　 1
理学部 1 　 　 　 　 1
農学部 　 1 　 　 　 1
人文社会科学研究科 　 　 　 　 1 1

計 2 1 0 0 1 4
合計 　 6 3 10 4 1 24

　 所　　属 学部1年 学部2年 学部3年 学部４年 計

静大 
学生

人文社会科学部 1 4 1 　 6
教育学部 1 　 　 　 1
理学部 1 　 　 　 1
農学部 　 　 　 　 0
工学部 2 　 1 　 3
情報学部 　 1 　 　 1

計 5 5 2 0 12

スチューデント・アンバサダープログラム参加者� （人）　

グローバル・リーダーシッププログラム参加者� （人）　

＊他に、静岡雙葉高等学校1年生が6名参加


